
iVo. 2さ

タイおよびインドネシアのトウモロコシ

べと病に関する調査報告書

昭和 49年 5 見

農林省熱帯農業研究センター



は じ め

トウモロコ '-'0)「べと病」は熱僭地域における最も重要な病寅の一つであり，施肥を伴う栽焙面積か

増えるにつれて被害かますます増える煩向にあるが，当センターでは早くからその重要性に着目し， 1可

関する研究を行なって来た。すなわち，昭和44年初頭に台湾， インドネシア， フィリヒ゜／におけ

る畑作物病害に関する調査を行なったのを手始めに，昭和44年以降これらの国々に延べ6名

を派遣し， とうもろこし「べと病」の牛理生態およひ「ぺと病」

を展開している。

これらの研究に加え，当セ／ター研究部日

外研究員としてタイ，イい／ドネシアに屈遺し，

る研究」を行なった。

を，昭和47年 10月から約3ヶ月

ら「トウモロコシベと

本報告書は日野技官による報告であるか，わか国の飼料用トウモロコシか， ます

高かめている現在， この報告書か何等かのお役に立てば幸である。

なお， ィンドネシアにおける調査は，海外技術協力事業団の支持のもとに， I叫巾業団による「イント

ネシア農業研究協カプロジェクト（団長：岩田吉人博士）」に協力する形で行われたものであり，同事

業団関係各位および岩田博士ほか同チーム各位には絶えずご支援を頂いだ。まだ本報告害のなかに記

されているように， この調査にはそのほかの多くの方々 v)と協力を得ており， この機会に厚くお礼を申

し上げる次第である。

昭和 48年 5月

熱帯農業研究セ／ター所長

山
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第2図 インドネジアの調査旅行経路図
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l. タイのトウモロコシベと病と 査

タイ国のトウモロコシ主 ナコ，ノサワン， ロプリ，サラブリ，ナコ>ラチャシマ，チャイ

ャプム，ペチャブン， ロエイの 7 8 0形を生産する。残る 20夕るはこれら 7県の周辺

1 3県で生産される（第3図）。これらの地帯ては して二作されるため．

1作では病害は概して少なく，第2作では発牛か多い。 トウモロコシヘと病も他病害と同様に第 1作で

は概して少なく，第 2作では発生か激しい。第 1作と第2作との間に小乾季か入り，第 1作後，第 2作

の植付けが広域にわたって遅れると，第 2作ではべと病は少なくなると言われている。

タイ国においてはトウモロコシベと病は l9 6 8年ナコンサワンの低地に発生し， l 9 7 0年にはロ

ブリ，サラブリ，カンペンペット， ナコンラチャシマヘも拡かり， ナコンサワンを含めて 5県に拡かっ

た。 19 7 1年にはこれら 5県のほかにスコータイ，ペチャブン チャイナート， スペンブリにも発生

し，発生県は 9県となった。この年次的な拡がりを第4

産地帯全域に分布していると考えてよいようである。

した。現在ではトウモロコシベと病は生

過去 10年間余トウモロコシを年 2作栽培して合たパクチョノ地区においては畑の地力か低下し，収

量は開こん当初に比べて半分またはそれ以上に落ちていると言われていろ0 この地帯のトウモロコシベ

と病を調査した結果を第1表に示した。農家のトウモロコシ畑においてはいずれもツボ状の発生様相を

里しており，ツボ状の中央部は全株発病しているか，畑全体とすれば発病株率は 35~45%であった。

感染時期は発病葉位から考えてかなり遅い時期であったと思われる。これは 19 7 2年は雨季0到来が

遅れたためにトウモロコシの生育初期には病原菌濃度か低かったためであろう。べと病以外の病害では

いずれの畑もクルブラリア・リーフ・スポット病が激しく，ほぽ全株か発病しており，次にとま葉枯病

が多くほぽ半数の株が発病していた。また，すす紋病の発生も認められた。

第 1表 パクチョン地区のトウモロコシベと病発病状況

調査ほ場
調査月日 トウモロコシの トウモロコシベと病

備 考(1972) 生育程度 凋査株数発病株率

農家ほ場 10. 20 開花期 118 43.2形 大豆と混作

農家ほ場 10. 20 開花期 112 4 4.8 メヒシバ属雑危密生

農家ほ場 1 0. 2 0 開花期 104 34.6 
メヒシバ属，オヒシバ属

雑草密生

試験ほ場 10. 12 開花期 125 8 0.0 全葉感架した株多し

試験ほ場 1 0. 24 登熟期 299 8 3.6 全葉感染しだ株多し

第 1表中の試験ほ場はパクチョンの国立トウモロコシ・ソルガム研究セ／ター (National Co 

rn and Sorghum Research Center) のべと病試験用の畑である。このほ場はトウモロ

~ 
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第 3図

タイ匡lのトウモロコシ生産地帯
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メナドクニ:,,,, ゲンジャカプル，

が今回調壺したトウモロコンほ場の

西部ジャワのチャ／ジュー

タマンボコ (Tama n bog o) 

ー、）レタニ

ら南音心スマトラ

9. 
9, 

ベj

スマトラ 点ン州てしくj:! ウ

ンボ

か広大な

虐＄れている。しかも，長年の間：、

7 2 べと ッ
fP‘ 

ロコシ 9べと

:j 

てしヽ 信'.••• i ざ叶!Tl,"↑地域で

極めてわずか

であったであろう。まだ，タマンホコ

モロコシベと病にはまだ汚恐されてい
．
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だ。このどとからも

旦）試験咋豆l中に 8~9

6 ha , '; ね幅 1rn, 

ャワ＂四採種されたも

(Canjur)の例

a 

国l./, ゲー

芦い絨培されており，品種はメトロ種であった。栽培面栢

で ll月17日播種であっだ。種子はべと病汚

えてよしでであろう。

株も発見で苔なかった。このことは，汚染地域で

あっても，普通応乾燥さ；：l Z:、応冗しば種子伝染はしないことを示している。ほ場内の調

と約 30fJOOO本であ＼公 もし：べと病か種壬伝染するとしても 1/ 3 0 0, 0 0 0以

あろうかい カラス室円試屑含て種子伝染を立証することは匝めて困難であろう。 トウモロコ

された種子を用いる阪り

かなり していだことと思われ

西部、;、1・'7のチャ、，／シ..Jレ県のスカブミ県との県境部で，南側

nung Gede)の山麓のトウモロコシ畑を調査した。 トウ

はしないと考えてよいであろう。

畑の面積は 5ha以上あると思われ，詞作は陸稲であり，周囲にはトウモロコシはないと考え

トウモロコシか肯•c,'{J:,i;, 11月19日に観察した範囲では 2株のべと病発

められた。これらの 2 株［~第 5 表に示しだように第 4 葉までは病徴を示しておらず，種子伝染

思われた～。 トウモロコシ畑の立地条件は他のトウモロコシ栽

ば弓完全に隔離されており，問且月からの

もC))::考えざるをえなし、 Pa lrn 

考えにくいか，おそらく発芽後に感染の機会

方法の問題は残るか，胞子はかなりの遠

第 5表 チャンジュールのトウモロコシベと病

葉 位
ょヽ
其
よ
9t1
 第 1 2

 
4
 

r
J
 
6
 
7
 
8
 ，
 

10 

A

B

 

枯

枯

枯

枯

」-L
' 廿

十

冊

柑

冊

冊

冊

冊
冊

: 病徴なし？＋：わずかに黄斑あり，廿，州：葉半分以下および以上の面積が黄化，

冊：策のほぼ全面積か黄化。

風て運ばれるという。風はかりではなく＄悶など動物によって運ばれる可能性も考えられること

ぶ`ふ は明らかでないが，種 なくどこからか運ばれて来たと考えるのか妥当あろう。

Scterospora 内aydcsの寄生としてはトウモロコシのほかにテオシント (Teosi-

e, EurんZae'Fl.ame.x:ica1泣＼かSema11goen によって報告されている。筆者はテオシントをベ

しにトウモロコシほ場忙播種して自然感染か現われる病徴を観察した。ほ場はボゴールの中

砂）訊験ぽ場であり， ] 1月29 fl揺種した。 12月19日に観察したところ， 7株中 1株にトウ

シペi:l因と同様の病徴を忍めた。発病乳は第 5葉か展開中であり，最上展開葉の第4槃に明らか

-13-



ft炉
r

応｝こと
マさし
｝、'

亙ゞ

I' 

ン

ベ`く':

亙,, こヽ

p e 1 ふヽ 9 

、' iヽ

/I ” 
注4： （） 

、Cう' 88 

n D切且 1 

2 り又'. い'' 、

Ii 0 

］ 

a D l ダ＼,ぅ,',J' パ'~/ h ' 

... ふ. '・ツ-----―e一~--- • . ..... -------—-------- .• • • • . ー・--~---―---・



立
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虫tこ御

ぐあダごたりに対しぎ対附晶種/..i:は｛ぎ IO 0 

えうる系統であるように見受(;られfこ0

(;, "匂主といことであった。

ほ尻0） トウモロコシは［屑花期てあり, Phi 11pp1n 

イントネシ ら

芦 ,c;_;,'-・
ど勺ヽし'(

を行ない，

ぇ,,おい

されていることか

（｝形杓

面~ からは 4分~

kを母材

心

べと 回避は近し 実現するであろう。

ゞkーンイ6
 

トウモロコジ

a) 西部ジャワ

多

設を利用し

あって， 1 9 7 2年

まっfこボゴール豆）外外に中央襲研のム

トウモロコシ試験か和だわiしてしヽだ。これらの「中でメトロ

つの年と言いれだ~か，

あり，かんがし池

したトウモ

コシペと病を追罰詞杏しだ。

第 7表 トウモロコシ

(9月29日

感染し始めだべと

メトロ種）

調査月日

19 72 

トウモロコシペと店

l 1月 2日

1 0 

1 8 

2 3 

2 9 

凸冠裔

5 0 cm l 0,0 7術

8 5 3 0. 2 

1 5 0 1 0 0. 7 

1 7 0 2 1 1囀4

2 2 0 2 7 l. 8 

備 名

11-,12策期

開 花 朗

このほ褐以 キャッサハであり，キャッサバを収穫後もともと水田であることを利用して湛水し

て平坦化しだのち， トウモロコシを 9月29日に播種していた。従ってほ場内応は柏付け当 ど｝

なか')だと考えてよいほ場てある。＾ミと病発生の経過は第 7

の構相は第5図のとおりである。この.tり応トウモロコシ

とおりであり，ほ馬内のまん延

したばあいには，激発し

て収箪忙多人 を与えるとし、わいるトウモロコシヘと病も極めて除々にまん延するようてあるc

:!< :S-,t. 化り約 lOKmのス>プラック！乱辺では農家は乾季にも小血柏ではあるかトウモロコシ

1 5-
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Nov .29 

第 5図 インドネツアのムアラにおけるトウモロコンベと

のときのまん延の様相

品種メトロ， 1972年9月 29日播種

A:11月2日発病， B:11月10日発病， c:11月18日発病，

D: 11月23日発病， E:11月29日発病
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スマトラ

/ポン州戸は従来トウ

1 9 

ペと病は発生せず，輸出用トウモロコシを安定して

凡ランポ＇ノ州のミツゴロ農場およびそ

れは，ランポン小[,[にとって

らも重大な問題であるので，筆者

ついて調査した。

ランポ～ぷ~

しだ

あり，また，

4日にラ

ウモロコシ作はミツゴロ

＂ム

ロ

,, 

--a月播4・-・5月

ら雨手へ移行しだ

第3

コ
j
"
1
f
 

とれば平年は 3作であり，第 1期 10 ~ 11月
5月播9月収穫であって，品種は黄色種のメト

始まり，第3期作後半は乾季に入る。前述のトウ

この次の作の第 1期作であった。 l9'1 

第3期作と第1期作との間の作付が無

釘口である。

は10 0 haの農湯て苔） '.' その 80 haにトウモロコシか播種されていた。

ほ場 (l.5ha, ただ:.✓ ルガムを含む）は lsmu かトウモロコシベと

~ぐ）てし、るほ娼了:'ある。こ；；；〕）い場には各時期の発芽• 生育・収量を調査するため雨季乾季を通じ

~·'5 日お合げトウモロコ:~. が摺駈さいてわり§ 乾季に播種されたものははとんど発芽していな

周峠:~'ふとそロコンを栽培してしヽるほ湯‘でそる。このは場はとくに入念に調査したかトウモロコシ

見出せなか？た。また，第 4 ソト (8ha, 1 1月21日播），第9プロット (10 ha 

1 1月23日播）の一部を距離にして約1,5 0 0 m歩いて調査したか， これらのプロットにもべと病は

めらわなかっだ。ただし，第4プロ、ノト((斑、)、うのべと病類似症状の株を 1株忍め，湿室状態にして

を促逆したが，べと病菌の胞子も分生『梗も全然認められなか~）た。この株はべと病でなく斑

八し六ぁ，';:、ことを確認した。

第 2農場ではトウモロコンはけ 80 ha中 24 0 haに，第3農場では 1,0 0 0 ha中半分

'Li上に播種されていたが，いずれの農場にもトウモロコシベと病は認められなかった。また，周辺の農

もべと病は発生してしヽなしヽようであっfこ。

夕ィ、 ボゴ試験地では，出穂後のトウモロコシおよび 11月 17日播のトウモロコシについて調査し

か， いずオしじ）トウモロコシにもべと病は認められなかった。タマンボゴでの観察の詳細については種

0)瑣にすでに記載し考察したとおりである。

、［］、し述ゞだように南部スマトラのラ．／ポン州てはミツゴロ農場， タマンボゴ試験地，メトロ，テギネ

,/ t(,J之）各地には 12月1l~ l 4日 ではトウモロコシペと病は認められなかった (l このこと

I smu 力筐3期作の 7月にトウモロ：}'べと病を発見し，旧ちに誉告を発し，普及局職員の努力

ぱ細心の注意を払って除去して第3期作で絶滅させたもと屈われる。また，異常に長か

い残:,'(し、fゴ丙柏物の除土に働苔，次の第 1期作への病原菌の伝播の環を切る結果になった

うにも思メ;')~しる。しヽすれにせよ し文時点と範囲においては， トウモロコシベと病は認めら
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れなかった。もし存在するとしても

ン地区の 19 7 2年末播種の第1期作では

t
i
 
インドネシ

発生程度

めて低く，べと も極めて希であろうから， ランポ

なることはないであろう。

のトウモロコン

らみた地警区分

と病の

前項で述べたように， インドネシアではトウモロコンベと病は古くから発生しており，全土に拡かっ

ている。しかしなから，調任地点の発病の状況から総括するために，べと病か激発している地帯と発生

か希な地帯とに分けた。激発地帯は 50%以上の発病株率の地惜とし，少発地帯は 1%以Fの発病株率

の地帯とした。これら両地帯に含まれない地帯は 1地点たけであり，

地点は少発地帯に含めた。

は5%であったか， この

第 9表 インドネシアでトウモロコシベと病が激発している地帯

（発病株率 50形以上の地僭）

地 帯
観察月日

(1972) 
ほ場 ほ場環境

※ 

西部ジャワ

チマング（ボゴール） 1 1月~l 2月 試験ほ場 A, B 

スンプラック（ボゴール北方） 1 1. 2 7 農家ほ場 B 

中部ジャワ

カラサン（ジョクジャカルタ東方） 1 2. 4 農家ほ場 B 

スレマン（ジョクジャカルタ東方） 1 2. 5 農家ほ場 B 

イモギリ（ジョクジァカルタ南方） 1 2. 6 農家ほ場 B 

東部ジャワ

モジョサリ（スラバヤ） I 2. 2 6 試験ほ場 A, B 

シンゴサリ（マラン） 1 2. 2 7 農家ほ場 B 

ジャンベゲーデ（マラン） 1 2. 2 7 試験ほ楊 B 

※ A: トッモロコシベと病試験ほ場

B: トウモロコシを周年栽培している地帯

激発地帯ぱ第 9表のとおりであって，栽培条件としてはトウモロコシを年間とおして栽培で含る地帯

である。インドネシアでは，中部ジャワのべと病発生様相の項で述べたように， トウモロコシは雨季に

は畑 (tega1) に，乾季には水田 (sawah) に栽培される。畑と水田が人り組んだ地帯にトウモロ

-20-



シベと病は激発しているということは， べと病菌は卜巾 ロコシの周年栽培によって

持し続けうる地帯に激発することを示すものである。

第い）表 インドネシア匂トウ シベと病

地 帯 場 ご- - ,- ,、-

--ヽ
※※ 

西部ジャワ

ムアラ（ボゴール）

エーザイ牒場隣（チャンジュ・-ル）

クニンガン（クニンカン）

パチェット（チャンシュ..→ ル）

中部ジャワ

ボジョラリ（スラカルタ北方）

ボロブドール（ジョクシャカルタ

東部ジャワ

シンゴサリ（マラン）

ツンパン（マラン）

クラカー（プロボリンゴ南方）

ゲンテン（バニュワンギ南方）

ムンチャール（パニュワンギ南方）

アラスブルー（ハニュワンギ北方）

東部バリ

キンタマニ

バンリー

サヌール

南部スマトラ

スリバウォノ（ランポン）

タマンボゴ（ランポン）

テギネナン（ランポン）

ブランチ（ランポン）

）
 

1

1

 

1

1

 

ゥ
J

19 

1

2

 

2

2

 

l

l

 

1

1

 

1 2. 

12. 

12. 2 7 

12. 2 7 

1.2. 28 

12. 28 

12. 29 

12. 2 9 

12. 16 

120 

£ i 

l 6 

12. 16 

12. 1 2 

12. 13 

1 2. 14 

1 2. 14 

試験ほ場

股家は場

試験ほ場

農家ほ場

農家ほ場

殷家ほ場

農家ほ場

農家は場

家ほ場

試験ほ場

殷家ほ場

農家ほ場

農家ほ場

殷家ほ場

農家ほ場

ミツゴロほ場

試験ほ場

試験ほ場

農家ほ場

少

少

少

少

無

少

D
 
，
 

B

C

D

D

 

d
a
 

ぃ
〉

R
〗

少

少

少

無

少

無

D
 ，
 

B

D

C

B

B

C

 

無

少

やや少

D
 ，
 

C

B

B

 

無

無

無

無

c
 
，
 

B

B

B

B

 

※ 無：べと病無発病。 少： 1%以下の発病。

※※B: トウモロコシを周年栽培している地惜。

やや少： 5形の発病

c: 畑地帯。 D: ・山地。

べと病少発地惜を第 I0表にまとめた。前表の激発地僭を示した第9表に現われず， この表にだけ現

われた地術は畑地帯と山地である。インドネシアの畑地術では一般に雨季にだけトウモロコシは栽培さ

れ，乾季にはトウモロコシは栽培されない。 山地は畑地得か多く， 畑地術と同じと考えてほぼ閻違いは

ない。畑地帯では乾季にトウモロコシか栽培されないので，乾季にべと病の生活環が切れ， べと

ほぼ完全に死滅するために激発しないと考えてよいようである。少発地術の表の中に畑地帯のほかに周
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／・年 } コシを栽焙し t溶、な- れるが， §,さ., めに坦在は ~し·,L.' 

氾 と考え ラである。

おい は めにト ぷ文

と ぶ心'／ ' 、ャス心.• "'，. ). ¼ てしヽ る

イ＇ーこ

ン・ 占ン コ

アジ 上び

をよ

スし

ス］レ

第 6図仄

は同じ乾季と言う

雨季と~ ほぼ対応するり）で少る。月別の平均気温にぐ合¥

乾季を通じて一定であり，パスルワど.

であるとい免~ る。ところかタイ辺はあいには

かに気温 も含んで考える必要が応ろ。タ

ントネシアのパスルワ j と比較したのか第 7図てある"・)コ／ラチャンマでは乾季初の 12月.1月区

平均気温は 22,5℃ ま

気温は 30.5℃ である。そして

3 6。6℃てあり，

述しだように最低月 25. 8℃, 

は 30. 0℃ とな ())と蓋の出色）

ャ，；り），ゞフルワジにも見られ ., 令

目且

は植生か

表硯

ると 3

る。

も西部ジャワの

はボゴールの乾季似パスルワ

月｝も 24. 6 ~ 2 5 .. !J℃（ハ範囲

し、＼
i
ドウモロコシ地唱し）ナコンラチャシ、?を1

くのであ

あ

気温は 15. 5℃ であ i)'

ぽ,定の

の差はわずかである。

テ｝いることかで苔る。タイ バンナ林臀

であり， インドネシアのスマトラ島南部とジャワ 部げ あり， ジャワ

r
っ{ヽカ かけてとパリ島は熱帯落葉林惜である。 それぞれナコ>ラチャ

ル，パスルワンの降水斌と しだとおりであ

｝、ウモロ ど病菌の種類はすでに述べたとおり，タイ Sc!e1ぺospo t

t

 

33f‘ 4t
 
んg
 

冷

9n
 

Setera叶 tんora 噂 yssiae var,zeaeであり， ドネシアに 2 £TOSPO ＄
 

f
i
,『

とSc/, e r o s p ora pんitippinensi.sである。 S,pい !ippi1.en&1sはイ／トネシアではス

部忙だけ

1表のとおりである。

は分布しt.i:し＼ ほかの 3

ィ>1.: えシアでは全士に S,mayd1s ァり）山の熱附

る。し＼っぼう，

かく？

マイカドであるので， トウモロコシ /;J
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第 6図 西部ジ
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しく長い。畑地ではトウモロコシ

ろばあいにはトウモロコシは乾季忙も栽培される。 S.m.11yd1s は第 1

件只耐える卵胞子はない。 トウモロ

ナ
6
＇、

叩•yd is はトウモロコシ上

叫足である。しかし，水田を畑とし

であるテオシントも

越しているもいと思わいる。第9表

す

まとめだよ~(こ恋環覧鵞

れてしヽ なし＼。わそにく，

〇表/(J:こめ

地と ‘がこのことを裏付けてし、｀

第 1l表 ィンドネシアおよびタイ（〗トウモロコシ

べと病菌の比較

分 布
Scterospora 

maydis 

5clerospora 
S Gr(/んt

Scteropl1t1'り戸？，
, rayssiae 

1111.r.zeae 

-h 

ブイ`¥
1
,
 

，グ インドネシア 夕 ＇ f 

分生胞子の発芽

m
 

且‘ 胞

される

子

乾季を越すための想

像される方法

管

多

芽

無
発

トウモロコシであろ

うと発生の様相から

推定される。

多

発芽管

有

雑草脊主または卵胞

了であろうか，いすれ

もまだ未桶麟召である。

ィ

拿

遊走子

有

左に同 じ

タイでは現在ほぼ全土に Sclerospora sorgんしと Scleropんthora rayss1.ae var .zea.e 

か分缶する。気候は熱帯サハンナ林惜であって，前出の熱潜落葉林帯の気候よりもさらに長く厳しい。

しかも，大陸の一部であるため乾季に冷涼期と高温期が続いて起こる。乾季には当然トウモロコシは賎

培で宮ない。 2種類のべと病菌がこの乾季をどのようにして越しているかは現在のところ明らかにされ

ていないか， トウモロコシか栽培不可能であることから，おそらく，雑草寄主上で越すか，または，卵

胞子で越しているであろう。

インドネシアのトウモロコシベと病は古くから発生しており， とくに従来からトウモロコシか栽培さ

れているシャワ島ではべと病の発生様相はほぼ定置しだ割を不していると考えてよいであろう。スマト

ラ南部は近年開発された地域であり，べと病が発生していないという状態はまだ定着したも (i)ではなく，

現在のところ無菌地帯ということであろう。タイでは 19 6 8年に初発生し，怠速に拡ってほぼ全十杯

分布するに至った。べと病が無菌地帯に侵入したと合の恐しさを示す好例である。夕 A

々に上昇しつつある段階であろうから，まだ定着しだ型ではないであろう。タイ

力法など環境条件に適合した菌濃度と発生様相かで苔ていくであろう。

園
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第 1国 C)t- ロコンの病害
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版

版 L タイの｝ウモロコシベと病 (Scle ro,, 「） 0 

2. タイ O） トウモロコシベと病によ

タイのトウモロコシベと病による

4. ベと し を示していたといり雑草3

トウモロコシ・ソルガム研究センター）

版 Il L 西部ジャワのスンプラックのトウモロコシベと病激発畑。キャッサパと

2. 西部ジャワのパチェットのトウモロコシベと

:3. タイ O） トウモロコシベと病抵抗性品種として奨励しているボゴール・シノセテック

2の展示。 （国立トウモロコシ・ソルガ

4, インドネシアのトウモロコシベと病 (Sc!erospo、ra maydis)の病徴。左側か病

植物。（ボゴ・-Jレ）

5. インドネシアのトウモロコンベと

orgl,i) 

（パクチョン）

(!{クチョ>)

（パクチョ>)

無病徴。 （ の

ニンジンと況作。

センタ--)

（ボゴール）

図版 lll l. ジャワじ）カラサンのトウモロコシベと病のツボ状発生畑。

2 東部ジャワのマランのトウモロコシベと病激発畑。

3, 中部ジャワのカラサンのトウモロコシヘと病激発畑。ほぽ全株か発病。

4 東部ジャワのボンドウォソのトウモロコシベと丙無発生地惜，）

5. 中部ジャワのボジョラリのトウモロコシベと病無発生地帯。

6. 南部スマトラのランポンのトウモロコシベと病無発生地帯。 （ミツゴロ第 1農場）
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